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H!P高校生記者在籍高校等（50音順）　英理女子学院・大船・鎌倉女学院・関東学院六浦・函嶺白百合学園・クラーク記念国際横浜青葉・光陵・湘南台・多摩・津久井浜・法政大学国際・法政大第二・
南（横浜市立）・横須賀総合・横須賀南・横浜商業・横浜翠嵐・横浜創学館

横浜建物まちめぐり　
神奈川大学教授陣らの案内で
高校生記者がリポート

お仕事図鑑　
パティシエ／映画館支配人

大学入学共通テスト、どうだった？
新しいこと、なんかやってる？

新しい共通テスト ほか高校生記者座談会

「入試の前に読みたかった」 
マンガで世界史を一気読み?!

H!P高校生記者のブックレビュー

「公共と交通を変えたい」
新シリーズ 先輩たちの夢の途中

新しい部活

いっしょにH!Pをつくろう！  現在も20人以上の高校生記者が活動しています。2年生、3年生の応募もOK！　
下記を明記の上、メール、はがき、封書でお申し込みください。
①氏名（ふりがな）②学校名③学年④自宅住所⑤自宅の最寄り駅⑥自宅の電話番号⑦自分の携帯番号⑧連絡が
取りやすいメールアドレス⑨応募動機（100 ～ 200字程度）　送信先アドレス：highschool@kanagawa-np.jp
郵送先住所：〒231－8445　横浜市中区太田町2－23　神奈川新聞社クロスメディア営業局H!P編集部　宛

キックボクシング部
（クラーク記念国際高校横浜青葉）

筋トレ同好会
（県立光陵高校）

新
し
い
こ
と
、は
じ
め
よ
う
！

新
し
い
こ
と
、は
じ
め
よ
う
！

今回のテーマ
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いきものがかりのいきものがかりの
新しいMVをつくる新しいMVをつくる
「エンタメのブカツ」レポート「エンタメのブカツ」レポート

ミュージックビデオミュージックビデオ

新コーナー

謎の鎌倉武士と福祉アイドルに会う卒業体験
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職 業 基 礎 デ ー タ

ブ
ラ
ン
ド
の
ミ
ル
ク
レ
ー
プ
で
す
。
ミ
ル

ク
レ
ー
プ
っ
て
日
本
で
生
ま
れ
た
ス
イ
ー

ツ
な
ん
で
す
よ
。
し
か
も
開
発
し
た
関
根

シ
ェ
フ
は
、い
ま
当
社
の
横
浜
ス
タ
ジ
オ

に
い
ま
す
。
憧
れ
て
い
た
シ
ェ
フ
に
直
接

指
導
し
て
も
ら
え
て
、パ
テ
ィ
シ
エ
と
し

て
相
当
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。

―
―
な
ぜ
パ
テ
ィ
シ
エ
を
目
指
し
た
の
で

す
か
？

子
ど
も
の
頃
か
ら
手
作
り
の
お
菓
子

や
ス
イ
ー
ツ
が
大
好
き
で
し
た
。
母
や

祖
母
が
手
作
り
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
な

か
で
も
フ
ル
ー
ツ
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
た

桃
の
タ
ル
ト
が
大
好
き
で
、小
学
生
の
時

に
は
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

料
理
人
の
道
も
考
え
ま
し
た
が
、コ
ー

ス
料
理
っ
て
最
後
は
必
ず
ス
イ
ー
ツ
で
す

よ
ね
。
つ
ま
り
ス
イ
ー
ツ
っ
て
、食
事
の

大
ト
リ
な
の
で
す
。
な
ら
ば
ス
イ
ー
ツ
を

手
掛
け
た
い
と
。

―
―
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
る
た
め
に
は
、ど

こ
で
、ど
う
い
う
勉
強
が
必
要
で
す
か
？

私
は
、地
元
宮
城
県
の
普
通
科
高
校
を

卒
業
し
た
後
に
、調
理
と
製
菓
の
専
門
学

校
で
学
び
ま
し
た
。
そ
こ
の
学
校
は
、ブ

テ
ィ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
お
店
を
持
っ
て

い
て
、運
営
委
員
で
あ
る
学
生
が
、商
品

を
企
画
し
、製
造
し
、販
売
で
き
る
機
会

が
月
に
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。
一
般
の

方
々
が
買
い
に
来
て
く
れ
る
の
で
、お
客

さ
ま
の
反
応
を
勉
強
で
き
ま
し
た
。
ブ

テ
ィ
ッ
ク
が
開
く
日
は
朝
か
ら
長
蛇
の

列
で
、だ
い
た
い
午
前
中
に
売
り
切
れ
て

い
た
ん
で
す
。

で
も
実
は
、社
会
人
に
な
っ
て
、横
浜

に
来
て
か
ら
の
方
が
学
び
が
深
い
か
も

い
う
と
、一
般
的
に
は
流
れ
作
業
の
中

で
、ス
ポ
ン
ジ
担
当
、ク
リ
ー
ム
担
当
な

ど
、作
業
を
分
担
す
る
場
合
が
多
い
よ

う
で
す
が
、当
社
で
は
１
人
の
パ
テ
ィ

シ
エ
が
一
つ
の
ケ
ー
キ
の
仕
込
み
か
ら

仕
上
げ
ま
で
全
て
責
任
持
っ
て
作
り
上

げ
ま
す
。
社
内
で
は「
一

人
屋
台
生
産
方
式
」と
呼

ん
で
い
ま
す（
笑
）。
私

も
入
社
時
か
ら「
一
人
屋

台
」で
し
っ
か
り
と
ケ
ー

キ
作
り
を
任
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

―
―
企
業
パ
テ
ィ
シ
エ

と
い
う
言
葉
を
初
め
て

聞
き
ま
し
た
が
、横
浜
ス

タ
ジ
オ
に
は
何
人
く
ら

い
の
パ
テ
ィ
シ
エ
が
い

ま
す
か
？

パ
テ
ィ
シ
エ
だ
け
で

80
人
く
ら
い
ま
す
。
彼

ら
を
４
人
の
シ
ェ
フ
が

ま
と
め
て
い
て
、１
人
の

ス
タ
ジ
オ
長
が
統
括
し

て
い
ま
す
。
ス
タ
ジ
オ

長
も
30
代
な
の
で
、ス
タ

ッ
フ
全
体
が
若
い
印
象

が
あ
り
ま
す
。

―
―
初
め
て
製
造
を
担

当
さ
れ
た
ケ
ー
キ
は
な

ん
で
し
た
か
？

「
カ
サ
ネ
オ
」と
い
う

―
―
パ
テ
ィ
シ
エ
の
お
仕
事
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
心
を
込
め
て
手

作
り
す
る
仕
事
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、

個
人
店
の
パ
テ
ィ
シ
エ
も
、企
業
パ
テ
ィ

シ
エ
も
一
緒
で
す
。
企
業
パ
テ
ィ
シ
エ
と

し
れ
ま
せ
ん
。
会
社
の
部
活
と
し
て
工

芸
菓
子
部
な
ど
の
活
動
が
あ
っ
て
、世
界

大
会
で
入
賞
し
た
先
輩
に
も
教
え
て
も

ら
え
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
技
術

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
研
修
制
度
で
は
、当

社
の
代
表
的
な
ケ
ー
キ（
ク
レ
ー
プ
シ
ュ

ゼ
ッ
ト
、フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
、い
ち
ご
の
シ

ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
）を
題
材
に
、基
礎
か
ら

応
用
ま
で
の
技
術
を
徹
底
的
に
究
め
ら

れ
ま
す
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
新
人
な
の
で
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て

一
人
前
に
な
る
こ
と
が
当
面
の
夢
で
あ
り

目
標
で
す
。
同
時
に
、将
来
的
に
は
パ
テ

ィ
シ
エ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、こ
の
会
社
の
良

い
と
こ
ろ
を
世
の
中
に
お
知
ら
せ
す
る
仕

事
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
実
は
就
職
活

動
の
際
に
、人
事
部
の
方
が
何
度
も
じ
っ

く
り
と
話
し
合
っ
て
く
れ
て
、そ
の
方
を

通
し
て
私
は
こ
の
会
社
の
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
い
た
ん
で
す
。
好
き
な
仕
事
を
、好
き

な
場
所
で
、好
き
な
だ
け
取
り
組
め
る
幸

せ
を
、皆
さ
ん
に
も
実
感
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

おいしさを心を込めて手作りする

【パティシエ】

本郷 美和（ほんごう・みわ）さん

pâtissièr

◉健康第一、体力大事
おいしいケーキを作るため
には、何より健康第一。立
ち仕事でもあるので、体力
も大事。小麦粉や砂糖の袋
（10㌔ 単位）くらいは運べ
なくては。

株式会社スタジオ・シュゼット

【本郷美和さんのプロフィール】
1998年宮城県生まれ、宮城県育ち。小学生の頃に東日本大震災

で被災。甘いものは人の悲しみも癒やしてくれることを知り、パ
ティシエを目指す。県立塩 高校を卒業後、宮城調理製菓専門学校
に入学。現在の勤め先、シュゼットグループが宮城調理製菓専門学
校の奨学金制度に協力していたり、世界的なパティシエの技術講習
会などを開いてくれていたりしたことでこの会社を知った。趣味
はスノーボードとJ-POPの歌詞を深読みすること。あいみょんが
好き。

pâtissièr

「人の暮らしに寄り添い、記憶に残るケーキを作りたい」と、一人屋台に立つ

◉フランスでは国家資格
パティシエとは、菓子を作る職人という意味のフランス
語。女性の場合は特別にパティシエールと呼ぶことも
ある。フランスでは国家資格職であり、資格のレベルも
６段階に分かれているという。日本ではパティシエとし
ての資格規定はない。仕事場も、パティスリー（洋菓
子店）、レストラン、ホテルや結婚式場の製菓部門、洋菓
子企業の製造部門などさまざま。

◉適性
本郷さんは「情熱があれば
大丈夫」と言う。ただし清
潔感と衛生観念は必須。
これからのwithコロナ、
afterコロナの時代ならな
おのこと。

ミ
ル
ク
レ
ー
プ　

ク
レ
ー
プ
生
地
と
ク

リ
ー
ム
や
フ
ル
ー
ツ
を
何
層
も
重
ね
合

わ
せ
た
ス
イ
ー
ツ
。
フ
ラ
ン
ス
語
で「
千

枚
の
ク
レ
ー
プ
」と
い
う
意
味
。
関
根
俊

成
シ
ェ
フ
は
、イ
タ
リ
ア
料
理
の
ラ
ザ
ニ

ア
を
ヒ
ン
ト
に
開
発
し
た
と
い
う
。

お仕事図鑑の取材に先だって、取材
先の店頭をのぞくと、ショーケースの焼
き菓子の詰め合わせに目がとまった。
焼き菓子が１個分足りないパッケージ
があるのだ。不良品のはずがない。で
はなぜ…？　お仕事図鑑の取材の後
に、広報担当者に聞いてみた。

被災経験から支援活動へ
「恩返しなのです」と担当者は言う。
お菓子が足りないことが恩返しとは…。
「兵庫県芦屋市に本店を構える当
社は、1995年の阪神・淡路大震災で
店舗もスタジオ（菓子工場）も甚大な
被害を受け、お菓子が作れなくなった
ことがあります」。25年以上も前の
災害だが、瓦

が れ き

礫の街となった神戸の
写真を見た読者も多いだろう。
「近隣の企業が生産設備を貸して
くださるなど、多くの方々のご好意に
助けられました」。この厳しい経験が
あって、2011年の東日本大震災で
は「社会に恩返しをしよう」とすぐに
被災地支援に立ち上がったという。
「被災経験から、被災地支援は長く
続けることが大事だと思っていまし
た。だから最低でも10年は続けよう
と始めたのです」

１個分足りないパッケージ
焼き菓子が１個分足りない箱はア
ンリ・シャルパンティエの「スマイル
フォー東北-フロム芦屋」というパッ
ケージだ。客は１個分足りないことを
理解して購入してくれる。同社は１個
分の代金を寄付金として預かり、寄付
金総額と同金額を足して復興支援に
役立ててもらうという。本来焼き菓子
が入る箱の一角には「このスペースに
入るフィナンシェ１個分の費用は、東
北支援として宮城調理製菓専門学校
へ奨学金として寄付されます」と書か
れている。寄付金は奨学金だけでなく、
復興支援団体にも寄付されてきた。
特別パッケージで、購入客や協力会
社にも支援意識を広められる仕組み
だ。10年続くこの活動で同社には、企
業の社会貢献活動を評価する「企業
フィランソロピー賞」が贈られた。「恩
返しがしたいと始めた取り組みに望
外の評価をいただき恐縮しています」

北海道の酪農家も支援
さらに、北海道の酪農家への支援
にも取り組んでいるという。
「当社のお菓子には、醗酵バターや
マスカルポーネチーズなど高品質な

乳製品が欠かせません。しかし、生産
地の北海道では年々酪農家が減少し
ているのです」。そこでJA浜中町に
協力をあおぎ、事業を承継した酪農者
や新規就農者を対象に、必要な設備
を贈呈する支援を始めたという。

「企業の社会的責任」といわれるCSR
活動（Corporation Social Responsibility）
とは、自社の利益を追求しながら、社
会貢献活動にも取り組む二律背反し
そうな活動だ。利益があるから社会
に還元できるのか、社会を良くするた
めに稼ぐのか。
「どちらが先とは言えませんが、当
社の代表はCSR活動を続けるために
も健全な発展が大事だと申していま
す」と言う。東日本大震災から10年。
同社ではこれからも社会支援の活動
を続け、広げていくとしている。

■インターンシップ制度の導入

企業パティシエの仕事現場を実際に
体験してもらう試みも

■アンリ・シャルパンティエ奨学金　

震災でパティシエの夢を諦めてほし
くないと創設した奨学金制度

■トップパティシエによる技術講習会

フランスのトップパティシエを招聘
し、製菓学生向けに講習会を開く

シュゼットグループのCSR活動

シュゼットグループの取り組みと可能性

アンリ・シャルパ
ンティエの「スマ
イルフォー東北-
フロム芦屋」の
パッケージ

支援先の食品会社の皆さん

株式会社シュゼット・ホールディングス:1969年、兵庫県芦屋市にて創業。アンリ・シャ
ルパンティエ、C３（シーキューブ）などの洋菓子ブランドを展開する。

高
校
生
に
仕
事
選
び
の
ヒ
ン
ト
を
詳
細
レ
ポ
ー
ト
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